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【研究要旨】 

前眼部難病の標準的診断基準およびガイドライン作成に関する研究の一環として、緑内

障濾過胞眼における角膜内皮移植術（DSAEK）の内皮細胞密度の経過に関する研究を行っ

た。 
 
 

Ａ．研究目的 

緑内障濾過胞眼に対する角膜内皮移植

（DSAEK）後長期の角膜内皮細胞密度

[ECD(cells/mm2)]の減少と晩期移植片機能

不全について非濾過胞眼と比較検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

対象は 2007 年 7月から 2017 年 12月ま

での間に DSAEK を施行した濾過胞眼 36例

39 眼（平均年齢 70.9歳）と非濾過胞眼 55

例 57眼（平均年齢 74.7歳)（IOL同時手

術、角膜移植既往眼を除く）。両群間の

ECD とその減少率を混合効果モデルで、晩

期移植片機能不全をマルチレベル混合効果

パラメトリック生存モデルで比較検討し

た。 

 

Ｃ．研究結果 

濾過胞眼/非濾過胞眼の平均 ECD（減少

率）は、術前ドナー2914±78/2850±65、

術後 6ヶ月 1743±83（40±2.7%）/2215±

68(22±2.2%)、術後 1年 1421±89（51±

3.0%）/2038±71（28±2.4%）、術後 2年

808±111（73±3.9%）/1778±84(37±

3.0%)、術後 3年 394±161（88±5.6%）

/1571±105(45±3.8%)、術後 4年 451±

201（88±6.8%）/1297±129(55±4.6%)で

あった。術後 0.5、1、2、3、4年で ECDと

その減少率ともに両群間で有意差がみられ

た(ECD：0.5年 p=0.001、1-3 年 p<0.001、

4年 p=0.036;減少率：0.5-3 年 p<0.001、4

年 p=0.004)。また、濾過胞眼は非濾過胞

眼に対して晩期移植片機能不全のリスクが

有意に高かった(ハザード比 3.75±2.31、

p＝0.032)。 

 

Ｄ．結論 

濾過胞眼における DSAEKは非濾過胞眼症

例と比較し有意に ECD減少を認め、濾過胞

眼は非濾過胞眼に対して晩期移植片機能不

全のリスクが有意に高かった。 
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